
 

 

総合診療科 臨床研修到達目標 

 

１．特徴 

①紹介状の有無に関わらず、主に初診外来で系統的な病歴聴取・身体診察を行い、必要な検査・治療方針

を組み立てます。 

②common disease をはじめとして診断に困った症例、診断に迷う症例でどの科に受診したらよいかわ

からない患者さんを担当します。 

 

２．ねらい 

将来の専門に関わらず、内科領域の日常診療においてよくある症状や疾患に対応できる医師となるために、

患者のニーズを認識して検査計画を立て、適切な医療資源を使って問題を解決できる診療能力を修得する。 

 

3．一般目標 

１）コミュニケーションスキル 

1. 外来診療のなかで患者の社会的背景を理解し、良好な患者-医師関係を構築できる 

2. 簡潔に症例をプレゼンテーションできる 

3. 看護師、クラークなど外来スタッフとコミュニケーションをとりチーム医療を実践できる 

 

2)基本的な診察技能；外来診療において 

1. 系統的な病歴聴取ができる 

2. 基本的な身体診察ができる 

3. プロブレムリストを作成できる 

4. SOAP に則った診療記録を作成できる 

5. 「日常診療でよく遭遇する症候」についての鑑別診断をあげることができる 

6. 適切に処方箋を作成し管理できる 

7. 対診依頼、診断書、紹介状を作成することができる 

8. 医療保険の仕組みを説明できる 

9. 社会保険制度や介護保険を説明できる 

 

4．研修方略 

1) 指導医の下での総合診療科外来診療を行う 

2) 外来通院での検査・治療の立案と施行を行う 

3) 症例検討会や CPC、学会などで症例報告する 

4) 対診・入院患者の管理を行う 

5) 2 年生は 1 年生や学生の教育指導を行う 

 

 

 

 



 

 

5．週間スケジュール 

 

 月 火 水 木 金 土(第 1) 

午前 外来 
外来 

（青木） 
外来 外来 外来 

外来 

or 

訪問診療 

（希望者） 

午後 
外来 

病棟 

外来 

（青木） 

外来 

病棟 

外来 

病棟 
カンファレンス  

 

6．研修評価 

1）自己評価：EPOC2 を用いて自己評価を行う 

（症候、疾病・病態の経験についてはＥＰＯＣ2 にて確認を行う） 

2）指導医による評価：EPOC2 を用いて研修医を評価する 

（症候、疾病・病態の経験についてはＥＰＯＣ2 にて確認を行う） 

3）研修医による研修体制評価：EPOC2 を用いて診療科全体（指導内容、研修環境）を評価する 

 

7．指導体制 

   

指導責任者   山口 佳子   （総合診療）       

   指 導 医    青木 昭子   （リウマチ科と兼任） 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


